
 

 

 

 

 

 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 景気変動 … 経済は、好景気と不景気が交互におこる。これを景気変動という。 

        こうした動きは周期的な繰り返しが見られることから、[1       ]とも呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※波を作りながらも、徐々に右肩上がりになるよう景気を上向かせていくことが理想である。 

景気変動の周期にも種類があるとして、経済学者が提唱したものがある。以下の表を参考に、 

景気変動の要因と周期の長さ、それを提唱した人物をそれぞれ併せて覚えよう。 

(ⅰ)景気変動と物価の基本 

〔2       〕 

景気が良い！ 

→投資増・生産増 

→どんどん売れる 

  →どんどん作る 

〔5       〕 

需要の回復 

→投資が増え始める 

→建て直し 

〔3      〕 

(消費者)そんなにいらない 

 →売れ残りが増える 

 →生産減・失業者増 

〔4      〕 

不景気だ･･･ 

→利益減・投資減・失業者増 

→在庫処分・設備の見直し 

 

📜

景気とは「経済の状態」のこと。「景気が良い」とは、モノやサービスがよく売れ、その効果で 

売上や給料が上がっていくような状態。逆に「景気が悪い」とは、モノが売れずに経済活動が停滞する 

状態である。映画やアニメが流行ったり、日本中に注目されるような出来事があった際に、その消費が 

経済に与える効果を「経済効果」というが、これが大きい状態はまさに「景気がいい」状態と言える。 

 

Q.次の近年の出来事のうち、経済効果が高い順に並び替えなさい。 
 

A.野球日本代表が WBC で優勝(2023 年 3 月) ※予選は日本、決勝リーグはアメリカで開催 

B.プロ野球の日本シリーズで阪神タイガースが日本一に(2023 年 11 月) ※阪神・オリックス合計 

C.映画鬼滅の刃無限列車編が大ヒット(2020 年 10 月公開) 

D.嵐が活動休止前に最後の配信ライブ(2020 年 11 月) ※１日のみ実施 

E.USJ で新たに「ドンキーコングエリア」が開業(2024 年) 

 

予想：[    ]→[    ]→[    ]→[    ]→[    ] 

解答：[  /   億円]→[  /   億円]→[  /  億円]→[  /  億円]→[  /  億円] 

  



 

 

 

                                ★覚え方 
                               

                                

 

 

 

 

 

一般的に 好況期には「持続的に物価が上昇する現象」が起きやすい → [6             ] 

  不況期には「持続的に物価が下落する現象」が起きやすい → [7             ] 
 

 時と場合によっては、インフレと不況が同時進行する場合もあるため、好況＝インフレという訳ではない。 
 

 
 
 

■インフレーションの要因 
 

⑴ [8     ]インフレ  [例]流行による品薄状態、プレミア品のオークション 

…景気が過熱気味になり、需要が供給を大きく上回ることにより物価が上昇する 
  

⑵ [9     ]インフレ  [例]原材料の高騰、原油価格の高騰 

…供給側の原因で起こるもの。生産コストの上昇により物価が上昇する 
 

■インフレーションの種類 
 

⑴ [10        ]・インフレ（しのびよるインフレ）…年率数％程度で物価がじわじわ上昇する 

⑵ [11        ]・インフレ（駆け足のインフレ）…年率数十％程度で物価が急上昇する 

⑶ ハイパー・インフレ（超インフレ）…第一次世界大戦のドイツのような異次元な急上昇 

※ [12          ]（停滞＋インフレ）…不況と物価高騰が同時に発生すること 
 

■デフレーションの種類 
 

[13              ]…デフレにより物価が下落し、企業の生産が鈍り、売上げの減少が 

                 所得減少を招き、さらなる需要減少へ…という悪循環のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ)物価と国民生活 

📜

第一次世界大戦で敗れたドイツは、イギリスやフランスへの賠償金の支払いを科せられた。 

この返済のためにドイツ政府が大量に紙幣を発行した結果、 

お金の価値は下落し、急激に物価が上昇した。 

正常な経済成長では、物価が年平均２～３％ずつ上昇するといわれているが、 

この時は 1914 年で 0.32 ㍆だったパンが、1923 年には 3990 億㍆になる 

という異次元のインフレを起こした。（約１兆倍）当然ドイツ経済は混乱に 

陥ったが、新たな貨幣の創設により奇跡的な経済回復を実現させた。 

[  ]年[  ]組[  ]番 名前[                   ] 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✎

近年は、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安などの影響を受け、多くの企業で値上げが行われた。 

つまりインフレが進んでいる状態である。そもそも、インフレやデフレが経済全体与える影響は 

どんなことだろうか？どちらがいいと言えるものなのだろうか？想像してみよう。 
 

インフレの場合【ラーメンが１杯１万円、コンビニのおにぎりが１個 1500 円などとイメージ】 

Q1 お金の価値は？   （  上がっている  ・  下がっている  ） 

Q2 貯金の価値は？   （    上がる   ・   下がる    ） 

Q3 借金の負担は？   （   軽くなる   ・   重くなる   ） 

Q4 年金生活者の生活は？（   楽になる   ・   苦しくなる  ） 

 

(デフレの場合は逆の現象が生じると考えればよい) 

 

★急激なインフレが進んだ場合、それぞれに与える影響を想像してみよう。 

（ 企業への影響 ） 

（ 消費者への影響 ） 

 

★急激なデフレが進んだ場合、それぞれに与える影響を想像してみよう。 

（ 企業への影響 ） 

（ 消費者への影響 ） 

 

結論 インフレでもデフレでも[        ]は経済の混乱に繋がる！ 

 ➡ 好況期の中で、賃金上昇とともに               が続くことが望ましい 

           

 

           

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 景気変動 … 経済は、好景気と不景気が交互におこる。これを景気変動という。 

        こうした動きは周期的な繰り返しが見られることから、[1 景気循環 ]とも呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※波を作りながらも、徐々に右肩上がりになるよう景気を上向かせていくことが理想である。 

景気変動の周期にも種類があるとして、経済学者が提唱したものがある。以下の表を参考に、 

景気変動の要因と周期の長さ、それを提唱した人物をそれぞれ併せて覚えよう。 

(ⅰ)景気変動と物価の基本 

〔2 好況期 〕 

景気が良い！ 

→投資増・生産増 

→どんどん売れる 

  →どんどん作る 

〔5 回復期 〕 

需要の回復 

→投資が増え始める 

→建て直し 

〔3 後退期 〕 

(消費者)そんなにいらない 

 →売れ残りが増える 

 →生産減・失業者増 

〔4 不況期 〕 

不景気だ･･･ 

→利益減・投資減・失業者増 

→在庫処分・設備の見直し 

 

📜

景気とは「経済の状態」のこと。「景気が良い」とは、モノやサービスがよく売れ、その効果で 

売上や給料が上がっていくような状態。逆に「景気が悪い」とは、モノが売れずに経済活動が停滞する 

状態である。映画やアニメが流行ったり、日本中に注目されるような出来事があった際に、その消費が 

経済に与える効果を「経済効果」というが、これが大きい状態はまさに「景気がいい」状態と言える。 

 

Q.次の近年の出来事のうち、経済効果が高い順に並び替えなさい。 
 

A.野球日本代表が WBC で優勝(2023 年 3 月) ※予選は日本、決勝リーグはアメリカで開催 

B.プロ野球の日本シリーズで阪神タイガースが日本一に(2023 年 11 月) ※阪神・オリックス合計 

C.映画鬼滅の刃無限列車編が大ヒット(2020 年 10 月公開) 

D.嵐が活動休止前に最後の配信ライブ(2020 年 11 月) ※１日のみ実施 

E.USJ で新たに「ドンキーコングエリア」が開業(2024 年) 

 

予想：[    ]→[    ]→[    ]→[    ]→[    ] 

解答：[ C / 2000 億円]→[ B / 1500 億円]→[ E / 700 億円]→[ A / 600 億円]→[ D / 300億円] 

  



 

 

 

                                ★覚え方 
                               

                                

 

 

 

 

 

一般的に 好況期には「持続的に物価が上昇する現象」が起きやすい → [6 インフレーション ] 

  不況期には「持続的に物価が下落する現象」が起きやすい → [7 デフレーション  ] 
 

 時と場合によっては、インフレと不況が同時進行する場合もあるため、好況＝インフレという訳ではない。 
 

 
 
 

■インフレーションの要因 
 

⑴ [8 需要 ]インフレ  [例]流行による品薄状態、プレミア品のオークション 

…景気が過熱気味になり、需要が供給を大きく上回ることにより物価が上昇する 
  

⑵ [9 供給 ]インフレ  [例]原材料の高騰、原油価格の高騰 

…供給側の原因で起こるもの。生産コストの上昇により物価が上昇する 
 

■インフレーションの種類 
 

⑴ [10 クリーピング ]・インフレ（しのびよるインフレ）…年率数％程度で物価がじわじわ上昇する 

⑵ [11 ギャロッピング ]・インフレ（駆け足のインフレ）…年率数十％程度で物価が急上昇する 

⑶ ハイパー・インフレ（超インフレ）…第一次世界大戦のドイツのような異次元な急上昇 

※ [12 スタグフレーション ]（停滞＋インフレ）…不況と物価高騰が同時に発生すること 
 

■デフレーションの種類 
 

[13 デフレスパイラル ]…デフレにより物価が下落し、企業の生産が鈍り、売上げの減少が 

                 所得減少を招き、さらなる需要減少へ…という悪循環のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ)物価と国民生活 

📜

第一次世界大戦で敗れたドイツは、イギリスやフランスへの賠償金の支払いを科せられた。 

この返済のためにドイツ政府が大量に紙幣を発行した結果、 

お金の価値は下落し、急激に物価が上昇した。 

正常な経済成長では、物価が年平均２～３％ずつ上昇するといわれているが、 

この時は 1914 年で 0.32 ㍆だったパンが、1923 年には 3990 億㍆になる 

という異次元のインフレを起こした。（約１兆倍）当然ドイツ経済は混乱に 

陥ったが、新たな貨幣の創設により奇跡的な経済回復を実現させた。 

[  ]年[  ]組[  ]番 名前[                   ] 

キチン 

ジュグラー 

クズネッツ 

コンドラチェフ 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✎

近年は、ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安などの影響を受け、多くの企業で値上げが行われた。 

つまりインフレが進んでいる状態である。そもそも、インフレやデフレが経済全体与える影響は 

どんなことだろうか？どちらがいいと言えるものなのだろうか？想像してみよう。 
 

インフレの場合【ラーメンが１杯１万円、コンビニのおにぎりが１個 1500 円などとイメージ】 

Q1 お金の価値は？   （  上がっている  ・  下がっている  ） 

Q2 貯金の価値は？   （    上がる   ・   下がる    ） 

Q3 借金の負担は？   （   軽くなる   ・   重くなる   ） 

Q4 年金生活者の生活は？（   楽になる   ・   苦しくなる  ） 

 

(デフレの場合は逆の現象が生じると考えればよい) 

 

★急激なインフレが進んだ場合、それぞれに与える影響を想像してみよう。 

（ 企業への影響 ）仕入れ値の急増→急な値上げ、人件費の高騰 

（ 消費者への影響 ）賃金が上がるまで、生活苦に。年金のような固定金額での生活者は特に厳しく。  

 

★急激なデフレが進んだ場合、それぞれに与える影響を想像してみよう。 

（ 企業への影響 ）値下げ分の売上減少、企業の利益減による賃金減や人員整理 

（ 消費者への影響 ）賃金減による生活苦、土地や株などの資産を持っている人は価値が低下 

 

結論 インフレでもデフレでも[ 急激な変動 ]は経済の混乱に繋がる！ 

 ➡ 好況期の中で、賃金上昇とともに  緩やかな物価上昇 が続くことが望ましい 

           

 

           

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


